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ホトケドジョウ (部分由化個体)

Partial albinism of Lefua echigonia 
Jordan et Richardson， 1907 

枠内左 :部分自化個体の頭部 ，

右 .同じ場所に生息する通常個体

荒尾一樹撮影

あらおかずき

荒尾一樹(愛知陸水生物調査会)
せのう ひろし

瀬能宏(学芸員)

ホトケドジョウは日本固有のコイ目ド、ジョ

ウ平|の淡水魚で、青森県を除く東北地

方から近畿地方にかけての澄んだ水の

小川|や水田の小構に生息、しています。

全長数センチメートルほど、になり、通常

の体色は黄褐色~茶褐色で、頭部や

体、背鰭、尾鰭にH音色の斑点があります。

2004年8月2日、愛知県愛知郡長

久手町のため池に流入するノ卜)11で、本

種の部分自化個体が採集されました。

この個体の体や鰭は通常個体と同様で

すが、限を除く頭部の皮胞の大部分と

口の中は白色で、色素がまったく認めら

れません。 同じ場所でこれまでに複数

個体の本種が採集されていますが、 白

化個体はこの l個体だけでした。

白化は皮j台や眼などに色素が生じな

い現象で、様々な動物で知られていま

す。魚も例外ではなく、本種の完全な

白化個体も報告されていますが、部分

的なものは非常に珍しく、今回が初めて

の報告になると思われます。この個体は

写真撮影後、 当館魚類資料(JくPM-NI

14270)として登録、保管されました。
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風化火山灰のふしぎな世界

図1あまり風化していない軽石 火山ガ
ラスは残っており，白っぽい色をしている
東京軽石層上部(平康市土屋)

火山灰と風化

私たちの身近にある関東ローム層(赤

土)は、火山灰の教材としても小学校

から高校、大学の一般教養まで、11幅広く

利用されています。その中で最もよく行

われているのが、 関東ローム層の中に

黄色などの明るい色で、帯状に入ってい

る軽石や火山灰の層(おもに箱根火山

が大噴火した時の地層)の部分を取り

出して洗い、 中に含まれている鉱物を

観察するものです。この鉱物は砂粒ぐ

らいの大きさですが、拡大して観察す

るととても美しし、ものです。

液体が冷えて固体になるときは、原子

(分子、イオン)が規則正しく配列して

固まり、 「結晶」になることがあります。

岩石をつくる鉱物も結晶で、たとえ外形

は不規則であっても内部の原子は規則

正しく配列しています。 ところが、火山

の爆発でイ:田かく砕かれたマグ‘マ(これ

が火山灰や軽石です)は、小さくてす

ぐに熱を失い、内部の原子が規則正し

く配列する間もなく固体になってしまうの

で、 同じ固体でも規則性がありません。

このように急冷して原子が不規則に固

まってしまった状態を「非品質(アモノレ

ファス)Jといいます。 身近にはガラス

がこの状態なので「ブjラス質」ともいい

ます。ガラスとし、うと透明で美しいとしづ

イメージがありますが、火山灰や軽石も、

物質の分類上は窓ガラスと同じで、特

にこれらを「火山ガラス」と呼んでいま

す。

ご存知の方も多いと思し、ますが、火

山灰や軽石を洗うのは付着したゴミやホ

コリといった汚れを落とすためで、はありま

せん。程度の差はありますが、長い年

図2風化している軽石 火山カ、ラスは
失われ， もはや粒としては取り出せない
図1に相当する部分だが， 色もオレンジ
色になっている. 東京軽石層上部(平
塚市上吉沢)

月の聞に火山灰や軽石をつくっていた

火山ガラスは変質し、泥のような状態に

なっていて、これを洗うと火山ガラスだ、っ

た部分が泥水となって流れ去り、 中に
はんしょフ

含まれていた鉱物(斑晶とし、い、これ

はマグマが噴火するまでの聞に地下で

ゆっくり冷えてできた結晶です)が取り

出せるのです。 溶岩(火山岩)や変

質していない軽石を割って中から鉱物を

取り出すのは大変なので、火山ガラス

の変質をうまく利用した方法と言えます。

この変質は地学用語では「化学的風

化」といわれる現象で、化学反応が

原因となって生じます。 I宝石かガラス

玉か区別が付かなしリといわれること

がありますが、ガラスは結品(キ宝石)

と比べれば、化学的に不安定で、人

図3あまり風化していない軽石 人為的
に11;11って新鮮な部分を出したもの 東京
軽石層中部(機浜市泉区新橋間n.写
真の左右I隔0.6mm 
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カ=さまともひろ

笠間友博 (学芸員)

聞がつくったものを含め化学的風化を

受けやすい物質です。 長年使ってい

たコップ(実験用の試験管やビーカー

の方がもっと消耗が激しいですが)の

表面がざらついてきたり、 自く濁ってき

たりするのも風化の始まりといえるで、しよ

う。 考古遺跡から出土するガラス製品

も多少なりとも風化していますが、 逆に

風化膜が美しい干渉色を出すこともあり

ます。

今回見ていただく試料は、約 6万年

前の「東京軽石層(火砕流の地層も含

む)Jとしづ比較的ポピュラーな箱根火

山の噴出物です u自然科学のとびらJ
第 10巻 3号参照)。場所によって差は

ありますが、この位の年月が経過すると

ガラスが完全に化学的風化によって消

失しているケースが多くなります。 でも

軽石層は無くなることはありません。後

に残っているものは、火山ガラスが水と

反応してで、きた粘土(粘土鉱物)です。

化学反応としては加水分解とし、う反応に

入ると思いますが、これは私たちのお腹

の中で食べ物が消化されてしく仕組みと

同じで、長い年月を経て大地が火山ガ

ラスを消化してしまったともいえます。

肉眼で見る風化

図 lはあまり風化していない軽石で

す。発砲していますが丈夫で、手でつ

ぶせるようなものではありません。 図2

は風化した軽石です。士のように見え

図4風化している軽石。 紙面手前側に
は鉱物が付着していたらしく， 気泡の末
端部が見えている 火砕流の地層上部
(海老名市大谷).写真の左右幅0.5mm



図5失われてして火山ガラス. 飛び出
ているのは鉱物(斑晶).浅いJIIl状の
凹面は気泡の一部ではなく，風化でで
きたものである.火砕流のi也屑上部(海
老名市大谷)，写真の左右幅 0.5mm  

ますが、火山ガラスが粘土に変化して

いるので、取り出しただけで形が崩れ、

多少形が残っている部分も手で簡単に

つぶれます。

次は、この粘土の姿を走査型電子顕

微鏡 (SEM)の映像で紹介します。

風化をまぬがれている部分 (SEM)

風化した姿を見る前に、 同じ東京il珪

石層でも比較的新鮮な部分を見て下さ

い。図 3はその中の軽石を人為的に

筈11った断面で、す。スポンジのように良く

発泡しています。これはマグマが炭酸

飲料のように火山ガス(主成分は二酸

化炭素ではなく水蒸気で、ガスの含有

量は体積にして熱膨張も加味すると強

炭酸飲料の数卜倍になります)を含み、

この発泡が噴火の原動力である事を如

実に物語っています。 より小さな火山

灰は、これがさらに細かく砕かれたもの

です。

風化した部分 (SEM)

図4は典型的な風化した軽石のようす

ですが、 図3とはまったくようすが違い

ます。何かの卵のように見えるものは何

でしょうか?よく見比べて下さい。実は

図3と図 4は雄型と雌型のような関係

になっています。 丸く見えるのはl経石

の気泡の内面に沿ってで、きた薄い風化

物(粘土)で、気泡と気泡の間にあっ

た壁の部分はなくなっています。 穴が

あいているものがあり、 中は空洞になっ
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図6卵の殻のように見える風化物 背
面は鉱物， 平滑な手前の而も鉱物が付
着していた跡.鉱物にはさまれた火山ガ
ラスの気泡が残ったと考えられる 火砕
流の地層上部(大和市下鶴間)， 写真
の左右幅 0.15mm  

図7風化した火山灰 大きな気泡は伸
びた状態で、あるが， 小さなメしし、気泡もあ
る火砕流の地層上昔日(、海老名市大谷)， 
写真の左右幅0.15mm  

ている事がわかります。 面白いことに風

化のおかげで火山ガラスの気泡の形状

が、かえって平に取るようにわかります。

では、壁の部分はどのように失われて

いくのでしょうかワ図 5のような発泡の

悪い試料の方が見やすく、黒っぽく写っ

ている表面を見ると大きな氷や雪の塊が

融ける時と同じように多くの凹面を生じな

がら失われていくようすが見えます。板

状に飛び出しているのは、風化に強い

鉱物です。

発泡の惑い火山ガラスが完全に消失

した状態が図6です。割れていますが、

気泡の内面にできた風化物は、何かが
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図8風化した火山灰。 おもに繊維状に
伸びた気泡からなるが， 小さな丸い気泡
もある 火砕流の地層上部(座間市栗

原)， 写真の左右幅 0.15mm  

ふ化した後の卵の殻のように見えます。

図7は細長い火山灰粒子の中央部付
さや

近を拡大したものです。今度は鞘のよ

うなものが見えますが、図4で見た卵

のようなものもあります。 とれも気泡の内

面にで、きた風化物が残ったもので、形

状の違いは元あった気泡の形の違いで

す。 気泡は表面張力で丸くなるもので、

すが、マグマが流動する時に伸ばされ

ることがあります。 それが表面張力で復

元する間もなく噴出されると、 このような

細長い気泡をもっ火山灰や軽石ができ

ると考えられています。 この写真では、

風化物内側の粘土鉱物の表面構造が

見えています(画面左端中程よりやや

下)。

これが更に伸びると図 8のようになりま

す。 顕微鏡に設置するときに形がやや

崩れたため、繊維状の細長い気泡がほ

ぐれたような状態で、写っています。血管

の束のようにも見えます。無機質の火

山灰や軽石が風化すると、何か生物起

源的なものに見えるのが不思議です。

マグ、マの発泡現象は、単純そうでな

かなか奥の深い現象で、様々な研究が

行われていますが、今回紹介したような

風化物は、し、わば「気泡の化石」であり、

古い火山噴出物を調べるのに良い材料

となります。
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磯の付着生物に見られる生き残るための工夫
さとうたけひろ

佐藤武宏(学芸員)

身を守るために有利な性質とは?

すべての生きものにとって、 天敵(捕

食者)から身を守ることは大変に重要な

ことです。それは、 自らの命を守るとし、

う意義だけでなく、次世代をたくさん生

産する可能性を高めるとしづ意義を持っ

ています。生き残るために有利な性質

は様々ですが、そのどれもが価値あるも

のです。より有利な性質が競争によって

個体群に定着することが、生きものの進

化の原動力になってきたとしヴ考え方は、

広く受け入れられています。

ここでは、磯の生きものを例にとり、

捕食者から身を守る能力に注目してみ

ましょう。捕食者から身を守る能力、 と

いっても、それにはいくつかの方法が

あります。

第 lに、積極的に捕食者に対抗する

行動が挙げられます。素早く泳ぎ回った

り、捕食者が予測できないような複雑な

動きをすることによって目をくらませたりす

る方法です。イカやタコの墨吐きや、ア

メフラシの紫汁分泌もこれに含まれるで

しよう。捕食者が活動しない時間帯に活

動することも効果があるかもしれません。

第2に、攻撃されてもそれをかわすこ

とができる形態を挙げることができます。

二枚貝やエビのなかまには、厚く強固で

まるで鎧のような殻を持つものが見られま

す。巻貝やカニ類は、長い線や装飾に

よって殻を割られにくくしていたり、 見か

けの大きさを大きくして捕食者の目をあざ

むいています。がっちりと岩に付着したり

する性質もこれに含まれます。擬態や保

護色もこれに含めることができるでしょう。

第3は、やや消極的な方法です。多

くのエビやカニのなかま、ヒトデなどの赫

皮動物は、 捕食によって体の一部を失っ

ても、その部分を再生することができま

す。一部の赫皮動物では、体のほぼ

全体を失っても残りの全身を再生させた

り、そうとう長期にわたって飲まず食わず

で体を再生させたりする能力があることが

報告されています。

第4に、捕食者が生息しない場所に

生息する、とし、う生態が挙げられます。

海底に巣穴を掘ってその奥深くに住むよ

うな生態がその代表的なものです。捕

食者が活動しにくし、潮間帯や潮上帯へ

進出したものや、岩石

や木材に穴を開けて

住むようになったもの、

海底桐窟や深海など

に進出したものも見ら

れます。

実際には、すべて

の生きものがこのような

性質を持っているとは

限りません。 また、 あ

る生きものが持つ有利

な性質は一つだけとは

限らず、複数の有利

な性質を同時に持つ

生きものもたくさん見ら

れます。

図 1磯で観察された帯状分布構造 a イワフジツボ
(Chlhamalus challengeri) ; bタマキビ (Lillorinabrevicula) ; c 
ヒザラガイ (Acanlhopleurajaponica); dクロフジツボ (Telraclila
japonica) ; e :ケガキ (Saccoslreakegaki)・ヤッコカンザシ
(Pomaloleios kraussi) ; F イボニシ (Thaisclaνigera)・クロイソ
カイメン (Halichondriaokadai) 神奈川県真鶴町三石海岸.

そして、それぞれの

性質はメリッ卜とデメリットの双方を持ち合

わせています。例えば、強固な殻は、

捕食者に破壊されにくし、とし、うメリットを

持っています。一方で、強固な殻をつ

くるためにはたくさんのエネルギーが必

要です。強固にするために大きくなった

殻は、かえって捕食者に対して目立ち

やすくなってしまうとしづデメリットもあるか

もしれません。

さらに、生きものが投資できる「潜在

的なエネルギー」には限りがありますか

ら、ここで挙げた有利な性質をすべて

合わせ持つことは現実には不可能です。

それに加えて、付着することと移動する

ことのように、お互いに共存できない性

質同士や、早く逃げることと重い殻を持

つことのように、お互いに桔抗関係にあ

る性質問士を同時に持ち合わせることも

不可能です。そこで、生きものは、メリッ

トとテ子メリットをど、こで妥協するか、 としづ

問題と、「潜在的なエネルギーJをどこ

にどれだけ分配するか、とし、う問題を、

その種なりに解決し、 さらにデ?メリットを

補う様々な工夫をしているようなのです。

海水から離れたらつ

さて、 実際に磯に行って、そこに生

息する生きものについて、観察をしてみ

ましょう。磯では海面からの高さにした

がって、様々な種が帯状に分布する 「帯

状分布構造」を観察することができます

(図1)。この帯状分布構造を構成する

生きものには、付着性の種が多く含ま
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れています。

海面から離れた潮間帯や潮上帯は、

海水中にすむ捕食者にとってアプローチ

しにくし、場所です。そこで、これら磯の

生きものは捕食の危険性から逃れるため

に、潮間帯や潮上帯に生活の場を求め

た、と考えられています。それに加えて、

目立たない地味な色をして、固着をした

り、 付着をしたり、岩にぴったりとはりつ

いて生活することによって、 さらに捕食

に対して効果の高い性質を身につけて

しものです。

セメント質を分泌して固着したら?

固着する生きものとして最も良く目につ

くのは、クロフジツボ(図 2)などに代

表されるフジツボのなかまです。岩に固

着していて、固い殻を持っているので、

貝のなかまだと誤解されていることが多い

のですが、実際には甲殻類に分類され、

しいていえばエピやカニに近いグループ。

の生きものです。解化をすると、エヒ。や

カニと共通の形質を持つノープリウス幼

生の時期を経た後、特有のキプリス幼

図 2クロフジツボ (Telraclilajaponica)。
神奈川県葉山町芝崎海岸



生とし、う時期を経て、成体のかたちに変

態し、固着生活を始めます。 たとえ捕

食の危険性が低い湖上帯に生活し、 し

かも固い殻を持つとはいえ、動き回るこ

となく一生をその場で過ごすとしうことは

ずいぶん不便なように思われます。

動かないフジツボは、餌の食べ方もエ

ビ‘やカニとは異なります。エビやカニで

は歩くために使われる脚は、フジツボで

は餌をとるために、植物のつるのような

かたちの脚に特殊化しています。 そし

て、この器官で、海水中の有機物などをこ

しとって、 口に運んでいるのです。潮が

満ちて冠水する時間帯だけが、フジツ

ボにとっての食事の時間です。

それだけではなく、繁殖のしかたも少

し変わっています。エヒーやカニはオスと

メスが向かい合って交尾をすることによっ

て子どもをもうけるのですが、 固着して

生活するフジツボにとって、その方法は

不可能です。そこで、フジツボは、交

尾器を長く伸ばして隣の個体に差し込

み、交尾を行う、とし、う方法をとってい

ます。そうすると、ある個体が交尾器を

伸ばしていったその先の個体も向性だっ

たら、としづ疑問がわいてくるでしょうが、

そこは心配ご無用。フジツボは雌雄同

体なので、必ず交尾がで、きるようになっ

ているのです。こうやってで、きたフジツボ

の子どもは、一生のうちのわずかなプラ

ンクトンの期間に海中を浮遊し、 着底の

場所を選びます。この着底には、成体

が分泌する物質に誘起されて起こると考

えられています。成体がいる、 とし、うこ

とは、少なくともその場所で大人まで成

長する可能性があることと、成長後に交

尾を行える可能性があることを示している

からなのです。そうして、繁殖に有利な

ように、フジツボ類は過密とも思えるほど

の大群集を形成しているのです。

次にオオヘビガイ(図 3) に注目して

みましょう。一般的に巻貝のなかまは、

非常に規則的な殻のっくりかたをしてい

図 3オオヘピガイ (Serpu/orbis
imbricatus) 芝l崎海岸。
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ます(1自然科学のとびら」第 5巻 1号

参照)。しかし、 オオヘピガイは、殻の

一部を岩に固着させるため、そのかたち

は基質である岩のかたちによって変化し

ます。そのため、個体によって微妙に

かたちが違ったり、巻き具合が変わって

きたりします。

このオオへヒ、ガイも餅の食べかたや、

繁殖のしかたに特徴があります。オオ

へビガイは粘液を分泌し、 その粘液を

海中に吹き流します。 しばらくすると粘

液にプランクトンや海水中の有機物など

が付着しますので、オオヘビガイは粘

i夜ごと回収して、 餌にありつく、 という

わけなのです。

巻貝類はオスとメスが交尾して繁殖す

るものが多く見られますが、オオヘビガ

イにとってそれはやはり困難で、す。かと

いって、フジツボほど大群集を形成して

いないので、フジツボのように交尾器を

隣の個体に伸ばして交尾するとしづ方法

もとれません。過去の研究によると、オ

スが海水中に精子を入れたカプセルを

放出し、メスはそれを粘液の吹き流し

によって捕獲して体内に回収して受精さ

せ、自らの殻の中に卵を産む、とし、う報

告がされています。

足糸を分泌して付着したら?

付着して生活する生きものとして有名な

のは、地中海原産の移入種、ムラサキ

イガイ(図 4) でしょう。和名に関して

は混乱していて、チレニアイガイとする

見解もあります。市場ではムール買の名

前で知られている二枚貝です。ムラサキ

イガイは自ら足糸とよばれる繊維状のも

のを分泌し、岩などに付着しています。

足糸を分泌することは、 二枚貝類にはよ

く見られることなのですが、 この足糸のコ

ントローノレがなかなか秀逸で、す。

オウギガニ科やワタリガニ不|のような磯

に生息するカニの中には、足糸で付着

している二枚員を引きはがし、殻を破壊

して軟体部を捕食する種類が存在しま

図 4ムラサキイガイ(刈Iti/usga/lopro 
vincia/ω 神奈川県藤沢市江の島.
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す。 ムラサキイガイなどイガイのなかま

は、カニの匂いを感知すると、足糸を

分i泌して増強し、引きはがしに対抗する

ことが知られています。一方、周囲の

環境が悪化して、生息に適さなしまうな

状況になると、 自ら足糸を切断し、移動

することができるのです。

磯はパラダイスなのか?

これらの例のように、 磯の生きものた

ちは、捕食者に捕食される危険性が少

ない環境に進出するため、多少の不便

さと変化しやすい環境を克服する方法を

身につけるようになったと考えられてい

ます。

しかし、現在の磯には、イボニシやレ

イシガイのような、殻に穴を開けて中身

を捕食するタイプの捕食者(図 5)も進

出しています。さらに、潮が満ちてくる

とわずかな水を頼りにカニ類やマタοコ、

捕食性の魚類などがやってくることもあり

ます。海水から離れることは、鳥類など

陸上の生きものの捕食に、 新たにさらさ

れることにもなりかねません。 ときには人

間によってその命を奪われることもあるで

しよう。 つまり、彼ら彼女らが生活の場

を求めた磯は、必ずしも捕食者のいな

しV ξラダイスで、はなくなってしまっている

のです。

普段私たちが観察できる磯の環境は、

思いのほか複雑で、厳しい競争が繰り

広げられている場所です。そして、今

日もどこかで、身を守るために新しい性

質を身につけたり、生き残るための工夫

をさらにより良いものに変えていっている

ような生きものがいるのカもしれません。

また、こうし、った競争や、それに対抗す

る生きものの変化は、 磯に限らず、その

環境や構成する生きものの組み合わせ

に応じて、いろいろな場所でいろいろな

生きものに起こっていることなのです。そ

して、こうした小さな変化の積み重ねに

よって、 生きものは進化してしてのです。

図5左イボニシ (Thaisc/aνigera) ;右
レイシガイ (Tbronni) 芝崎海岸.
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展示シリーズ 16 r森の開拓者・霊長類」の食虫類

「トガリネズ、ミの方が小さいので七tJモグラ

君の訴え

先日、 日直当番として行われる閉館後

の館内巡視の時でした。生命展示室「森

の開拓者 ・霊長類」の展示コーナーに

さしかかると、何か声が聞こえてきまし

た。声の方向に近づくと、それはドーム

型の展示ケース内にいるモグラ君が私に

向かって何か話しているのです。詳しく

話を聞いてみると、 内容はこんなことでし

た。r何でここにいるトガリネズミ君(図 1)
を無視するのですか。彼の方が 3階に

いるカヤネス、ミ君より体は小さいし、体重

も少ないはずだ。彼の方が最も小さいネ

ズミではないか。なぜ、彼に自己紹介を

させなかったのかJとし、うととでした。

それは、展示シリーズ 14 最小のネ

ズミ「カヤネズミ J(r自然科学のとびら」
第 10巻 4号参照)とし、うことで、 カヤネ

ズミ君に自己紹介をお願いしたことに対

するクレームでした。

そこで、私は、同じケース内にいるモグ

ラ君、 トガリネズミ君、 ヒミズさんに対し君

たちを無視した訳ではなく、ちょっとした

誤解であることを説明することにしました。

図1r森の開拓者 ・霊長類Jのコーナーに
いるシントウトガリネズミ (Sore_¥

ネズミではないネズミ

ねえ、君たちの顔と体を見回してご、らん。

小さな目、鼻の先が長くのびてしもだろう。

ここを吻(ふん)と呼ぶのだけれど、長く

て先が動くのが君たちの特徴なのだ。そ

れと体毛も細くて短いビロウド状をしてい

るよね。

それから、君たちの大好きな食べ物は

何ですか?そうだね、君たちは昆虫類、

クモ類、ミミズ類など動物を好んで食べて

いるよね。このような特徴を持つ君たちの

仲間を食虫類(モグラ目)とし、うのだよ。

ほら、|燐の展示ケースにいるカワネズミさ

んとジャコウネズミさんを見てごらん。トガリ

ネズミ君と同じくネズミとし、う名前がついて

いるけれども、吻は長く、 目もノトさく、 ビ

ロウド状の体毛をしているよね。それに、

食べ物もカワネズミさんは、魚やサンショ

ウウオなどを食べ、モグラ君とは少し好み

が違うけれど場]物食なのだ、よ。もう、わかっ

ただろう。トカ、リネズミ君やカワネズミさん、

ジャコウネズミさんには“ネズミ"としヴ名

前が付いているけれども、ネズミの仲間で

はなく実はモグラ君と同じ食虫類なのだ。

3階にしもカヤネズミ君は、歯歯類(ネ

ズミ目)としづク、/レーブ。で、 リス、 ムササ

ビやアカネズミ、ヒメネズミなどと同じ仲間

なのだ。この仲間の特徴は上あごと下あ

ごに2本ずつある切歯(前歯)がノミ状に

鋭く尖り、永久に伸び続けるため硬いモノ

を留って歯を磨耗させなくていけないのだ

(図 2)。食べ物もクルミや栗なとずの大きな

種子から植物の根茎昔rl、樹皮など植物

食が中心で、君たちとは好みも違うだろ。

カヤネズミ君に自己紹介をお願ししたのは

醤歯類の中でカヤネズミ君が世界最小の

ネズミだからだよ。わかったかい。

霊長類の祖先は原始的な食虫類

そうそう、もう一つ確かめたいけど君た

ちはモグラの仲間とし、うことを理解しても

らったと思うが、なぜ、オランウータンや

チンパンジ一、マントヒヒ、スローロリスな

ど多くのサノレさんに固まれてそこに展示さ

れているかわかっているよね。

「森の開拓者 ・霊長類」の展示意図

は・..

豊かな森林を哨乳類として本絡的に利用

することが出来たのは、サノレの仲間(霊

長類)です。森林の枝や築の茂ってい

る樹上は、天敵となる動物や競争する

動物の少ない世界です。霊長類の誕生

は、今から5000万年前にさかのぼります。

森の中で細々と暮らしていた原始的な食

虫類(現在のモグラの仲間)から霊長類

は生まれました。その祖先はさまざまな

体の仕組みゃ生活のしかたを発達させ、

図2カヤネズミ(笛歯類)の頭骨
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やまぐちよしひで

山口佳秀 (学芸員)

たくさんの種類に分かれました。そして、

森林からサバンナや砂漠へと生活の場を

広げ、それぞれの環境に合わせた生活

のしかたを身につけました。このような発

展の中で人類の祖先も現れてきました。

この展示では、人類の進化についての

展示品はありませんが、実にさまざまな

霊長類が進化、繁栄した様子を多くのサ

ノレの剥製とモグラ類の剥製によって展示

構成しています。

と、 いうわけで3、君たちは多くのサノレさ

ん達に固まれて、遠い昔、君たちの仲

間から霊長類が生まれたことをお客さん

に理解してもらうために、そこに展示され

ているのだよ。

トガリネズミの紹介

時間も余りなし、から、 トガリネズミ君につ

いて簡単に紹介をしておくよ(図 1， 3)。

君は平成2年 5月 12日、富土山の 6

合目付近の主主山道で死んでいるところを

拾われ、博物館に届けられました。黍IJ製

業者さんによって本来IJ製標本として生ま

れ変わり、開館以来そこで多くのお客さ

んに見ていただいているのです。

君の仲間にはSOI百 shinto(ソレックス

シントウ)とし、う学名がついています。本

州、|・四国 ・佐渡島の高山、山岳地の森

林、低木林などの落葉層や腐植層に住

んでいます。丹沢山塊にも君たちの仲間

が生息しているのではなし、かと以前調査

をしたことがありますが、いまだ神奈川県

からは見つかっていません。

見ての通り、体色はH齢、赤褐色、 目は

小さく、耳介もわずかです。吻は長く突

き出ています。頭胴長は 6一7cm、尾の

長さ 4-6cm、体重は4-9gとのことです。

モグラ君の言う通り、カヤネズミ君よりトガ

リネズミ君のほうが小さいよね。

あ、いけない。もう帰る時間になってし

まうよ。早く見回りを終わらせなくてはいけ

ない。 トガリネズミ君以外の紹介は近し、う

ちにお房長し、するから、その時はよろしくね。

図3トガリネズミ(食虫類)の頭骨
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特別展「化石どうぶつ園J

7月16日(土) '" 11月6日(日)

アメリカ合衆国のサウスダコタ州を中心に分布するホワイトリ

ノ〈一層群(およそ 3400'"'-'2300万年前)からは、保存状態の

良い陸生動物の化石が数多く発掘されています。 当館は、こ

こから発見された哨乳類化石を収集し続けてきました。

この特別展では、 当館が所蔵するすべての標本を展示して、

当時の動物を紹介します。

責特別展観覧料/ 20歳以上(学生を除く 200円

20歳未満 ・学生 100円

高校生以下 ・65歳以上 無 料

※夏休み期間中 (7 月 16 日 ~9 月 4 日)は無休です。

開館時間は 9 時~ 16時 30分(入館は 16時まで)

ライブラリー通信 力一チスの植物雑誌

4月 29日から 1ヶ月間、収蔵資料展にライブラリーも参加しました。 普段は

書庫の中にあってあまり人目に触れない貴重な図書を、この機会に一般の人に

紹介できればと思ったからて、す。 Curtis'sBotanical Magazine (カーチスの植物

雑誌)も古しものと新ししものを並べて展示し紹介しました。

Curtis's Botanical Magazineについては、すでに木場学芸員が詳しく説明し

ています(1自然科学のとびら」第 2巻 2号参照)ので、ここでは簡単に紹介

します。

Curtis's Botanical Magazineは、今から200年以上も前の 1787年にイギリスで、

庭園や温室で咲く外国の植物を紹介する目的で、カーチスによって創刊されま

した。創刊された 1787年は、あと 2年で、フランス革命勃発としづ不穏な空気に

満ちた時代です。イギリスはアメリカ独立戦争に敗北してアメリカの植民地を失

いましたが、産業革命が進行していち早く近代化を進めていた頃です。 1815

年には革命後台頭してきたナポレオンをワーテルローの戦いで、破っています。

そんな時代に創刊された雑誌が今、 自の前にあって見ることがで、きるとしづ幸

運 1 植物の絵は版画の上に手で着色されていますが、 200年たった今で、も色

あせることなく私たちの目を楽しませてくれます。この雑誌をさらに 200年後の人

たちに今と同じ状態のまま見ることができるように、細心の注意を払って保存して

いくこと。この使命に司書としては身の引き締まる思いです。

ライブラリーでは 1787年創刊号から 1983年に発行された 184巻までを所蔵し

ています。 1994年以降の新しい号も購入しているので、途中の 10年程を除け

ば創刊以来の雑誌を所蔵していることになります。

(司書 篠崎淑子)

=字催し物への参加について 申込・問合せ先

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地 〒250-0031小田原市入生田 499

電話 0465-2.1-1515 
電子メーノレ pl叩 @nh.kanagawa-mus巴um.Jp
ホームページ http://v.明w.city.odawara

kanagawa.jp/ museum/ g.html 

右記の催し物への参加は無料です。ま

た、 申込締切が記してあるものは、事前

に申込が必要です。応募多数の場合は

抽選となります。 参加方法や各行事の詳

細については、下記の連絡先までお問い

合わせください。ホームページでも詳細を

見ることができます。

15 

d
E『
催し物のご案内

-野外観察と室内実習「先生のための地

層と化石入門J[博物館と野外(未定)J
日時/7月 22日(金)・23日(土)・24日
(日). 26日(火)

連続講座 10:00~ 16:00 

対象/教員と一般(大人向き)15人

申込締切/7月 1日(金)消印有効

・室内実習 「岩石プレパラートを作ろうJ[博

物館]

日時/7月 28日(木)・29日(金)
連続講座 10:00~ 15:00 

対象/小学4年生~中学生 10人

申込締切/7月8日(金)消印有効
・室内実習「コンビューターで、地球を見る」

[博物館]

日時/入門編8月 2日(火)中級編 3日

(水)10:00 ~ 15:00 
対象/入門編二コンピューターを使える方と

教員 20組中級編=入門編受講済の方

(本年受講者を含む)20組

申込締切/入門編"T級編とも7月15日(金)
消印有効

・室内実習「化石ク1)ーニング教室J[陣

物館]

日時/8月7日(日)10:00 ~ 12:00 

対象/小学4年生~大人 2，¥人

申込締切/7月 19日(火)消印有効
・ 講演会 「中津層群のサル化石とサル学」

[博物館]

日時/8月7日(日)13:00 ~ 

事前申込不要

・室内実習「貝のかたちを調べようJ[博

物館]

日時/① 8月 9日(火)② 16日(火)③
23日(火)10・00~ 15:00 

対象/小学4年生~大人各回 10人
申込締切/①7月26日(火)②8月2日(火)
③9日(火)消印有効

・室内実習「サルからヒトへの進化をさぐ

るJ[博物館]

日時/①B月 17日(水)② 18日(木)
10:00 ~ 15:00 

対象/小中学生と保護者各回 20人
申込締切/江②とも8月 2日(火)消印有効

・室内実習「昆虫いろいろ講座J[博物館]

日時/8月20日(土)13:00 ~ 15:00 

対象/小学4年生~大人

事前申込不要

・講義 「果実と種子の観察J[博物館]

日時/8月26日(金)13:30 ~ 15:30 

対象/教員と一般24人

申込締切/8月9日(火)消印有効

・野外観察 「河原の石の探検隊J[酒匂川]

日時/9月 11日(日)10:00 ~ 15:00 

対象/小学4年生~中学生20人
申込締切/8月23日(火)消印有効
・野外観察「きのこウオッチングJ[野外(未
定)J
日時/9月25日(日)10:00 ~ 15:00 

対象/小中高校生 30人

申込締切/9月6日(火)消印有効

・ 室内実習「実験から探る火山噴火J[博

物館]

日時/10月2日(Iミ1)10:00 ~ 15:00 

対象/小学4年生~大人 30人
申込締切/9月 13日(火)消印有効
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ポスター・とびらデザイン人気投票

博物館では、今年の 3月に 10周年

をむかえるにあたって、これまでに開催

された特別展のポスターと、 「自然科学

のとびらJ(以下とびら)の表紙を飾っ

てきた写真のデザイン人気投票を行いま

した。期間は2月 23日から 3月 16日

までで、この間に投票頂いた総数はポ

スターに対しては 65票、とぴらに対し

ては 47票でした。 総数は少なかったの

ですが、ちょっと興味深い傾向があった
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区「溢蹴輔副儲融幽轟
図1特別展ポスター「オオカミとその仲
間たちJ.

図4 自然科学のとびら第 l巻 3号表紙
写真 「メコノフ。シス ・ホリデュラJ

ので、結果と併せて紹介します。

結果は、 特別展ポスターでは、1998

年の夏に開催された「オオカミとその

仲間たちJ(図1)が第 l位、2{立は

2002年冬に開催された 「ザ ・シャークJ

(図 2)、第 3位は 2002年夏に開催さ

れた 「人と大地とJ(図 3) でした。 一

方、とびらの表紙写真は、第 l巻 3号

の木場学芸員がネノξーノレへ調査に行っ

た際に撮影したメコノプシス ・ホリデュラ

(Meconopsis horridula) (図 4) が第 l

位、第6巻 2号の当館日常乳類ボランティ

アの頭本さんが撮影された博物館近くに

住んでいるニホンザル(図 5)と第8巻

2号の山下学芸員が撮影したダイヤモン

ド(図 6)が同数 2位でした。

さて、 実はポスターの第 1・2位は、

いずれもプロのイラストレーターの方に描

いて頂いたものです。との2つの得票

差は 1葉で、第 3位の約 2倍の得票

数でした。プロの方が描いたもののほう

図2特別展ポスター「ザ ・シャーク」

図5自然科学のとびら第 6巻 2号表紙
写真「ニホンザルの新生児」

が、優れたデザインということを如実に

表していると思います。 欧米の博物館

では職員としてデザイナーがいるところ

があり、ポスターなどの印刷物や展示の

デ、ザインを行っているそうです。 日本の

博物館では、ある企画に対してデザイ

ナーが関わることはありますが、博物館

に職員として所属していることはありませ

ん。 しかし、今回のポスターの人気投

票の結果を見ると、博物館の活動にデ

ザイナーが関わることが重要な意味を持
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たる はじめ

樽創(学芸員)

つように感じます。

とびらの人気投票で、ちょっと不思議な

のが、 同数2位のダイヤモンドです。

l位の写真が鮮やかな花、 同じ2位が

ほほえましいニホンザノレの親子なのに

対し、単調なデザインの割に人気が高

かったのは、ダイヤモンド、を扱ったから

でしょうかつ この写真にデザイナーが

関わっていたら、単独 l位になってい

たかもしれません。

図3特別展ポスター「人と大地と」

図6 自然科学のとびら第8巻2号表紙
写真「カリナンダイヤモンド(複製)J

自然科学のとびら
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